
一
．
は
じ
め
に

現
在
、
日
本
の
高
校
に
は
多
様
な
言
語
背
景
を
持
つ
高
校
生
が
通
学
し
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
現
在
日
本
の
高
校
に
通
っ
て
い
る
高
校
生
を
そ
の
母
語

や
日
本
語
習
得
な
ど
の
言
語
的
な
背
景
に
よ
り
、
日
本
人
高
校
生
、
留
学

生
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
。
外
国
ル
ー
ツ

高
校
生
と
は
、
国
籍
、
母
語
、
家
庭
で
の
使
用
言
語
は
多
様
で
、
両
親
あ
る

い
は
そ
の
い
ず
れ
か
の
母
語
が
日
本
語
で
は
な
い
、
日
本
語
以
外
の
言
語
が

使
用
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
育
ち
日
本
語
以
外
の
言
語
で
教
育
を
受
け

て
来
た
な
ど
、
外
国
に
つ
な
が
り
を
持
つ
生
徒
で
、
親
の
都
合
に
よ
り
親
に

伴
っ
て
来
日
し
た
生
徒
で
あ
る
。
母
語
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
の

中
で
日
本
語
以
外
の
言
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
日
本
語
の
獲
得
（
習
得
）

に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
点
で
日
本
人
高
校
生
と
区
別
す
る
。
ま
た
、

本
人
の
意
志
と
は
関
係
な
く
来
日
し
、
段
階
的
な
日
本
語
教
育
を
受
け
る
こ

と
な
く
、
日
本
語
で
教
科
学
習
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
留
学

生
と
は
区
別
す
る
。

日
本
の
高
校
に
お
け
る
留
学
生
と
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
の
中
に
は
、
学
習

言
語
を
は
じ
め
日
々
の
授
業
内
容
を
理
解
で
き
る
だ
け
の
日
本
語
リ
テ
ラ
シ

ー
を
持
た
な
い
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
留
学
生
は
、
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
日
本
語
教
育
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
段
階
的
、
体
系

的
な
日
本
語
教
育
を
受
け
な
が
ら
、
他
の
教
科
の
授
業
を
受
け
て
い
る
。
し

か
し
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
習
得
の
程
度
は
非
常
に

多
様
で
あ
る
。「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
生
徒
」
と
さ
れ
て
い
て
も
、
高
校

側
の
受
入
体
制
の
問
題
か
ら
日
本
語
指
導
が
受
け
ら
れ
ず
、
全
く
日
本
語
が

理
解
で
き
な
い
ま
ま
、
教
室
に
た
だ
座
っ
て
い
る
生
徒
も
少
な
く
な
い
（
二

節
で
詳
説
す
る
）。

昨
今
、
こ
の
よ
う
な
外
国
ル
ー
ツ
児
童
生
徒
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
現

状
が
新
聞
等
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も
増
え
、
こ
れ
ま
で
国
公

立
高
校
に
限
ら
れ
て
い
た
「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
」
の
数
的
把

握
を
主
と
し
た
文
部
科
学
省
調
査
も
、
外
部
の
研
究
機
関
の
協
力
の
下
で
私

立
高
校
に
拡
大
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（
齋
藤
他
、
二
〇
二
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一
）。
し
か
し
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
に
お
け
る
日
本
語
リ
テ
ラ
シ
ー
の
実

態
調
査
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
の
中
に
は
、
流
暢
に
日
本
語
を
話
す
生
徒
も
多
い

が
、
日
本
語
の
読
み
書
き
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
生
徒
が
少
な
く
な
い
。
し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
生
徒
は
「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
生
徒
」
に
数
え
ら
れ

な
い
こ
と
が
多
く
、
高
校
の
現
場
で
は
、「
書
け
な
い
の
は
日
本
人
高
校
生

も
同
じ
」
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
阿
部
他
（
二
〇
二
〇
）
が
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
日
本
人
高
校
生
に
つ
い
て
も
「
作
文
が
書
け
な
い
」
生
徒
が

多
い
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
日
本
人
高
校
生
の
「
書
け
な
い
」

と
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
や
留
学
生
の
「
書
け
な
い
」
は
同
じ
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
を
調
査
し
た
先
行
研
究
は
極
め
て
稀
少
で
、
分
析
す
る
た
め
の
公

開
デ
ー
タ
も
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
筆
者
が
構
築
し
た
『
高
校
生
日
本
語
作
文
コ
ー
パ

ス
』
を
利
用
し
て
、
日
本
人
高
校
生
、
留
学
生
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
の
作

文
に
お
け
る
書
き
言
葉
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ

し
て
、
小
規
模
な
コ
ー
パ
ス
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
構
築
し
な
け
れ
ば
明
ら

か
に
な
ら
な
か
っ
た
結
果
を
基
に
、
小
規
模
コ
ー
パ
ス
の
必
要
性
と
可
能
性

を
主
張
す
る
。

以
下
、
第
二
節
で
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
の
現
状
を
説
明
し
、
第
三
節
で
コ

ー
パ
ス
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
言
語
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
第
四
節
で
『
高
校

生
日
本
語
作
文
コ
ー
パ
ス
』
を
利
用
し
た
調
査
と
分
析
の
結
果
に
つ
い
て
詳

細
を
述
べ
、
第
五
節
で
全
体
を
ま
と
め
る
。

二
．
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
の
現
状

外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
に
お
い
て
は
、
日
本
語
を
含
む
複
数
の
言
語
的
な
背

景
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
本
人
の
意
志
と
は
関
係
な
く
親
に
伴
っ
て
来
日
し

た
こ
と
の
二
点
の
み
が
共
通
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
は
、
母
語
、
国
籍
だ
け

で
は
な
く
、
生
ま
れ
た
国
、
親
の
母
語
、
日
常
使
用
言
語
、
初
等
教
育
で
の

使
用
言
語
、
来
日
時
期
、
来
日
後
の
日
本
語
支
援
の
環
境
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

背
景
が
多
様
で
あ
る
。
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
の
親
が
来
日
し
た
理
由
は
、
仕

事
に
よ
る
も
の
、
国
際
結
婚
に
よ
る
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。

数
的
把
握
を
主
と
し
た
調
査
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
に
よ
り
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
学
校
基
本
調
査
に
加
え
、
平
成
三
年
よ
り
二
年
ご
と
に
「
日
本

語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
」
に
関
す
る
調
査
が
、
国
公
立
高
校
を
対
象
に

行
わ
れ
て
い
る
。「「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
」
と
は
、
日
本
語
で

日
常
会
話
が
十
分
に
で
き
な
い
児
童
生
徒
、
も
し
く
は
、
日
常
会
話
が
で
き

て
も
学
年
相
当
の
学
習
言
語
が
不
足
し
、
学
習
活
動
へ
の
参
加
に
支
障
が
生

じ
て
い
る
児
童
生
徒
を
指
す
」（
文
部
科
学
省

二
〇
二
二：

一
）。

文
部
科
学
省
（
二
〇
二
二
）
に
よ
る
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
数

の
推
移
を
外
国
籍
の
児
童
生
徒
（
図
１
）
と
日
本
国
籍
の
児
童
生
徒
（
図

（
�
）

２
）
に
分
け
て
示
す
。
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図
１
、
図
２
を
見
る
と
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
は

国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
文
部
科
学
省
に

よ
る
「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
」
に
関
す
る
調
査
に

は
問
題
が
あ
り
、
特
に
高
校
に
お
い
て
は
、「
日
本
語
指
導
が

必
要
な
生
徒
」
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
主

な
問
題
点
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

①
国
公
立
の
学
校
の
み
を
対
象
と
し
た
調
査
で
あ
り
、
私
立
学

校
が
多
い
高
校
に
お
い
て
は
、
国
公
立
高
校
の
調
査
だ
け
で
は

不
十
分
で
あ
る
。

②
「
日
本
語
指
導
が
必
要
」
か
否
か
の
判
断
基
準
が
設
け
ら
れ

て
お
ら
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
応
え
る
教
員
の
「
印
象
」
に
任
さ

れ
て
い
る
。

③
留
学
生
か
否
か
の
区
別
が
な
く
、「
日
本
語
指
導
が
必
要
な

生
徒
」
の
言
語
的
な
背
景
が
不
明
で
あ
る
。

二
〇
二
一
年
度
に
文
部
科
学
省
の
「
高
等
学
校
に
お
け
る
日

本
語
指
導
体
制
整
備
事
業
」
に
よ
り
、
東
京
学
芸
大
学
が
調
査

委
託
を
受
け
、
国
内
の
私
立
高
校
を
含
む
す
べ
て
の
高
校
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
齋
藤
他
（
二
〇
二
二
）
の

報
告
に
基
づ
き
、
そ
の
一
部
を
表
１
に
整
理
し
た
（
結
果
は
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
応
じ
た
高
校
（
一
五
九
〇
校
）
の
う
ち
、
外

（
�
）

国
人
生
徒
等
が
在
籍
す
る
学
校
の
み
八
八
〇
校
の
実
数
で
あ

る
）。
な
お
、
学
校
基
本
調
査
に
よ
る
生
徒
数
の
全
数
を
（

）

内
に
示
し
た
。

図 1 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒数

図 2 日本語指導が必要な日本国籍の児童生徒数

小
規
模
コ
ー
パ
ス
の
必
要
性
と
可
能
性
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表
１
の
通
り
、
外
国
人
生
徒
等
の
全
生

徒
に
占
め
る
割
合
は
、
国
公
立
高
校
で

約
二
％
、
私
立
高
校
で
二
・
五
％
に
過

ぎ
ず
、「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
生
徒
」

は
外
国
人
生
徒
等
の
四
四
％
で
あ
る

が
、
全
生
徒
数
に
占
め
る
割
合
は
一
％

を
下
回
る
。

「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
生
徒
」
は
、

日
本
の
高
校
に
通
う
高
校
生
の
中
で

は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
外
国
ル
ー
ツ

高
校
生
の
中
の
、
さ
ら
に
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ー
な
存
在
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
ま
で
は
話
題
に
上
る
こ
と
も
少
な

く
、
実
態
調
査
も
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
昨
今
、「
日
本
語
指
導

が
必
要
な
高
校
生
」
の
中
途
退
学
や
進

学
・
就
職
な
ど
に
お
け
る
問
題
も
顕
在

化
し
て
お
り
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人

労
働
者
や
国
際
結
婚
の
増
加
、
技
能
実

習
生
制
度
の
拡
充
に
よ
り
、
今
後
も
こ

の
人
数
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
る
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
やSD

G
s

の
取
り
組
み
の
進
展
な
ど
、
経
済
的
社

会
的
要
請
の
変
化
と
も
併
せ
て
、「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
生
徒
」
の
日
本

語
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
看
過
で
き
な
い
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

三
．
コ
ー
パ
ス
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
言
語

外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
社
会
学
、
教
育
学
、
応

用
言
語
学
な
ど
非
常
に
学
際
的
な
研
究
の
対
象
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ

の
中
の
日
本
語
リ
テ
ラ
シ
ー
、
特
に
作
文
に
見
ら
れ
る
書
き
言
葉
に
着
目

し
、
収
集
し
た
高
校
生
作
文
を
デ
ー
タ
と
し
た
コ
ー
パ
ス
を
利
用
し
、
日
本

語
学
の
視
点
に
よ
り
分
析
を
行
う
。

本
来
コ
ー
パ
ス
と
は
、「
言
語
に
対
す
る
統
計
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
た
め

に
構
築
さ
れ
た
研
究
装
置
」
で
あ
り
、「
あ
る
言
語
の
研
究
の
た
め
に
、
そ

の
言
語
で
実
際
に
用
い
ら
れ
た
用
例
を
大
量
に
偏
り
な
く
収
集
し
て
電
子
化

し
、
検
索
用
情
報
を
付
加
し
た
も
の
」（
前
川
、
二
〇
一
三
）
で
あ
る
と
定

義
さ
れ
る
。
コ
ー
パ
ス
に
求
め
ら
れ
る
要
件
と
し
て
、
前
川
（
二
〇
一
三
）

は
、
代
表
性
、
均
衡
性
、
規
模
、
真
正
性
、
電
子
化
、
公
開
、
ア
ノ
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
コ
ー
パ
ス
を
構
築

す
る
に
は
、
莫
大
な
時
間
と
費
用
が
か
か
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

日
本
に
お
い
て
は
、
国
立
国
語
研
究
所
が
構
築
し
た
『
現
代
日
本
語
書
き

（
�
）

言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』（
以
下
、B

C
C

W
J

、
山
崎
・
前
川

二
〇
一
四
）
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
中
心
と
し
た
コ
ー
パ
ス
が
主
流

で
あ
っ
た
。
昨
今
はIC

T

技
術
の
急
進
に
よ
り
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
に
加

え
、
音
声
、
画
像
、
動
画
な
ど
も
対
象
と
す
る
コ
ー
パ
ス
構
築
が
可
能
と
な

表 1 高校における「日本語指導が必要な生徒」の調査結果

日本語指導を
受けている生徒数

2,694

齋藤他（2022）の調査結果に基づく

日本語指導が
必要な生徒数

4,387

外国人生徒
等の数

7,617

2,347

全生徒数

353,622
（1,997,541）

91,528
（1,010,631）

学校数

755

125

国公立

私立

一
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り
、
デ
ー
タ
の
収
集
や
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
進
歩
し
続
け
て
い
る

技
術
を
駆
使
し
た
自
動
化
が
進
ん
で
い
る
。
今
で
は
多
種
多
様
な
コ
ー
パ
ス

の
開
発
が
進
展
し
、
コ
ー
パ
ス
を
利
用
し
た
様
々
な
分
野
の
研
究
や
教
育
へ

の
応
用
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
可
能
性
は
広
が
り
続
け
て
い
る
。

一
方
で
、
研
究
対
象
の
絶
対
数
が
少
な
い
、
デ
ー
タ
の
収
集
に
制
約
が
あ

り
大
量
収
集
が
困
難
で
あ
る
、
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
自
動
化
で
き
な
い
と
い

う
よ
う
に
、IC

T

技
術
進
歩
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
分
野
も
存
在
し
、
そ

の
よ
う
な
分
野
に
お
い
て
は
、
前
述
し
た
要
件
を
満
た
す
大
規
模
な
コ
ー
パ

ス
の
構
築
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
消
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
少
数
言
語

や
、
特
殊
な
背
景
を
持
つ
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
言
語
が
存
在
す
る
こ
と
も
事

実
で
あ
り
、
大
量
デ
ー
タ
の
収
集
が
困
難
で
あ
っ
て
も
コ
ー
パ
ス
構
築
の
必

要
性
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

以
下
、
日
本
人
高
校
生
、
留
学
生
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
の
作
文
の
複
文

に
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
本
語
に
お
け
る
文
法
的
特
徴
を
捉
え
る
た
め

に
、『
高
校
生
日
本
語
作
文
コ
ー
パ
ス
』
を
利
用
し
た
調
査
と
分
析
結
果
に

つ
い
て
述
べ
る
。

な
お
、『
高
校
生
日
本
語
作
文
コ
ー
パ
ス
』
を
構
成
す
る
外
国
ル
ー
ツ
高

校
生
作
文
デ
ー
タ
は
、
主
に
「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
生
徒
」
の
日
本
語
作

文
を
収
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
四
節
・
五
節
で
言
う
と
こ
ろ
の
外
国
ル
ー
ツ

高
校
生
と
は
「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
」
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
で
あ
る
。

四
．『
高
校
生
日
本
語
作
文
コ
ー
パ
ス
』

を
利
用
し
た
調
査
と
分
析
結
果

⑴
『
高
校
生
日
本
語
作
文
コ
ー
パ
ス
』
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て

日
本
人
高
校
生
、
留
学
生
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
と
も
に
、
表
２
の
通
り

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
日
本
語
作
文
を
収
集
し
、
コ
ー
パ
ス
デ
ー
タ
と
し

た
。

表 2 高校生日本語作文データの内容

出来事についての自由作文（出来
事作文）
学校行事（体育祭、文化祭）につ
いて
400字詰め原稿用紙に自書、作成
時間 40分
国語の授業中に作成（辞書使用不
可、教員による添削・指導はな
し）
日本語
テキスト（原文、修正版）、Excel
（修正版の形態素解析データ）

松本（2021）に基づく

ジャンル

テーマ

作成様式

作成環境

使用言語

データ様式
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収
集
し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
グ

ル
ー
プ
別
デ
ー
タ
サ
イ
ズ
を
示
し
た

も
の
が
表
３
で
あ
る
。
以
下
、
本
稿

に
用
い
た
計
量
デ
ー
タ
は
す
べ
て
松

本
（
二
〇
二
一
）
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
。（�）

Ｒ
値
と
は
、
語
彙
の
豊
富
さ
を
表

す
値
で
、
異
な
り
語
数
を
延
べ
語
数

の
平
方
根
で
除
し
て
求
め
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
、

作
文
中
の
語
彙
が
豊
富
で
あ
る
と
言

え
る
。
最
も
長
い
文
を
産
出
し
て
い

る
、
日
本
語
を
母
語
と
す
る
日
本
人

高
校
生
の
Ｒ
値
が
最
低
で
あ
る
の
は
、
学
校
行
事
に
つ
い
て
同
様
の
語
を
用

い
て
同
様
の
内
容
の
作
文
を
書
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
察
さ
れ

る
。

⑵

複
文
の
計
量
分
析
の
結
果

次
に
、
作
文
中
の
文
に
着
目
し
て
計
量
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
複
文
率
を

求
め
（
表
４
）、
複
文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
複
文
を
構
成
す
る
接
続
節
の
数

を
求
め
た
（
図
３
）。
以
下
、
図
表
に
お
い
て
、
日
本
人
高
校
生
作
文
、
留

学
生
作
文
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
作
文
（
日
）、
作

文
（
留
）、
作
文
（
外
）
な
ど
、
適
宜
略
し
て
示
す
こ
と
が
あ
る
。

表
４
を
み
る
と
、
日
本
人
高
校
生
作
文
で
は
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作

文
、
留
学
生
作
文
に
比
べ
、
複
文
率
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
複
文

を
さ
ら
に
詳
細
に
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
複
文
に
い
く
つ
接
続
節
が
含
ま
れ

て
い
る
か
を
計
量
し
、
グ
ラ
フ
に
表
し
た
も
の
が
図
３
で
あ
る
（
グ
ラ
フ
内

の
数
字
は
％
を
表
す
）。

図
３
か
ら
読
み
取
れ
る
特
徴
と
し
て
は
、
複
文
を
構
成
す
る
接
続
節
の
数

は
日
本
人
高
校
生
作
文
が
最
も
多
く
、
日
本
語
を
母
語
と
す
る
日
本
人
高
校

生
は
、
単
文
よ
り
も
接
続
節
を
含
ん
だ
複
文
に
よ
り
文
章
を
構
成
し
て
い
る

と
い
え
る
。
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
の
作
文
で
は
割
合
は
高
く
な
い
も
の
の
、

接
続
節
を
六
節
以
上
含
む
文
も
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
が

話
し
言
葉
の
よ
う
な
文
体
で
作
文
を
書
い
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
複
文
率
は
文
章
レ
ベ
ル
に
必
ず
し
も
比
例
す
る
も
の
で
は
な

く
、
接
続
節
の
数
や
文
の
長
さ
の
み
で
、
作
文
力
が
測
れ
な
い
こ
と
は
言
う

表 3 高校生日本語作文のデータサイズ（グループ別）

R

9.7

12.0

10.6

語数

1754
32438

1338
12403

1024
9267

異なり
延べ
異なり
延べ
異なり
延べ

1文あたり
の文字数

36.7

22.6

24.3

文数

1537

975

669

ファイル数

167

67

48

日本人高校生

留学生

外国ルーツ高校生

表 4 高校生作文における単文
数・複文数・複文率

複文率

0.82

0.44

0.54

複文

1265

425

362

単文

272

550

304

作文
（日）
作文
（留）
作文
（外）
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ま
で
も
な
い
。

⑶

接
続
節
の
機
能
別
出
現
頻
度

次
に
、
接
続
節
を
文
法
的
な
働
き
に
よ
り
、
補
足
節
（
述
語
の
補
足
語
と

し
て
の
働
き
を
も
つ
接
続
節
）、
連
体
節
（
名
詞
を
修
飾
す
る
働
き
を
も
つ

接
続
節
）、
連
用
節
（
述
語
、
ま
た
は
主
節
全
体
の
修
飾
語
と
し
て
の
働
き

を
も
つ
副
詞
節
お
よ
び
主
節
と
対
等
の
関
係
を
も
つ
並
列
節
）
に
分
類
し
て

出
現
頻
度
を
計
量
し
た
。
結
果
は
表
５
の
通
り
で
あ
る
。（

）
内
は
出
現

割
合
（
％
）
で
あ
る
。

表
５
か
ら
は
、
い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
作
文
に
お
い
て
も
、
連
体
節
の
出

現
割
合
が
低
く
、
連
用
節
の
出
現
割
合
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
が
、
中
で
も

そ
の
傾
向
は
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
に
顕
著
で
あ
る
。
国
語
教
科
書
に
出

現
す
る
接
続
節
を
調
査
し
た
松
本
（
二
〇
二
一
）
で
は
、
い
ず
れ
の
学
校
種

の
教
科
書
に
お
い
て
も
連
体
節
の
割
合
が
高
く
、
学
校
種
が
上
が
る
ほ
ど
、

顕
著
に
連
体
節
の
割
合
が
増
加
し
、
連
用
節
の
割
合
が
低
下
す
る
と
い
う
結

果
を
得
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
文
章
レ
ベ
ル
が
上
が
る
ほ
ど
、
連
体
節
の
割

合
が
増
加
し
、
連
用
節
の
割
合
が
減
少
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え

る
と
、
特
に
連
体
節
の
割
合
が
非
常
に
低
い
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
は
、

文
法
的
に
は
稚
拙
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

そ
こ
で
連
体
節
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
細
な
分
析
を
行
う
。
連
体
節
に
つ
い

て
は
、
連
体
節
と
、
連
体
節
が
修
飾
す
る
主
名
詞
（
被
修
飾
名
詞
）
の
関
係

に
よ
り
、
補
足
語
修
飾
節
（
主
名
詞
が
連
体
節
の
述
語
の
補
足
語
と
な
っ
て

い
る
も
の
）、
命
題
補
充
節
（
連
体
節
が
主
名
詞
の
説
明
と
な
っ
て
い
る
も

表 5 高校生作文における接続節の機能別出現頻度

連用節
1985（57.0）
398（58.5）
444（67.2）

連体節
695（20.0）
140（20.6）
90（13.6）

補足節
803（23.1）
142（20.9）
127（19.2）

作文（日）
作文（留）
作文（外）

図 3 高校生作文における複文を構成する接続節数の割合
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の
）、
相
対
名
詞
節
（
補
足
語
修
飾
節
、
命
題
補
充
節
で
定
義
で
き
な
い
も

の
）
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
て
計
量
分
析
を
行
っ
た
。
日
本
人
高
校
生
作

文
、
留
学
生
作
文
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
に
お
け
る
タ
イ
プ
別
出
現
割

合
を
図
４
に
示
し
た
。

い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
高
校
生
作
文
に
お
い
て
も
補
足
語
修
飾
節
の
出
現

割
合
が
最
も
高
い
が
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
と
留
学
生
作
文
に
は
こ
れ

が
特
に
高
い
割
合
で
出
現
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
命
題
補
充
節
に
つ

い
て
は
、
一
〇
〇
文
あ
た
り
の
調
整
頻
度
を
図
５
に
示
し
た
。

図
５
か
ら
は
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
、
留
学
生
作
文
に
お
け
る
命
題

補
充
節
の
出
現
頻
度
は
、
日
本
人
高
校
生
作
文
の
三
割
に
も
満
た
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。
松
本
（
二
〇
二
一
）
に
よ
る
と
、
国
語
教
科
書
に
お
い
て
も
、

す
べ
て
の
学
校
種
で
補
足
語
修
飾
節
が
過
半
数
を
占
め
て
お
り
、
割
合
だ
け

で
言
う
と
、
中
学
校
教
科
書
が
日
本
人
高
校
生
作
文
と
同
程
度
、
小
学
校
教

科
書
が
留
学
生
作
文
と
同
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
命
題
補

充
節
の
一
〇
〇
文
あ
た
り
の
調
整
頻
度
を
見
る
と
、
い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
の

高
校
生
作
文
も
小
学
校
教
科
書
よ
り
少
な
く
、
極
め
て
低
頻
度
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
に
は
、
連
体
節
で
表
現
で
き
る
も
の

で
も
、
難
易
度
の
低
い
連
用
節
で
表
現
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
こ
れ
も
連
体

節
の
割
合
が
低
く
、
連
用
節
の
割
合
が
高
く
な
る
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考

察
で
き
る
。

図
６
は
、
命
題
補
充
節
が
修
飾
す
る
主
名
詞
を
、
日
本
語
能
力
試
験
の
語

彙
レ
ベ
ル
を
援
用
し
て
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
級
が
最
も
高
い
レ
ベ
ル

図 4 高校生日本語作文における連体節のタイプ別出現割合

図 5 高校生日本語作文における 100文あたりの命題補充節の頻度
二
〇



で
、
数
字
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
語
の
難
易
度
が
下
が
る
。

図
６
か
ら
は
、
留
学
生
が
最
も
難
易
度
の
高
い
語
を
主
名
詞
に
用
い
て
お

り
、
前
述
し
た
語
彙
の
豊
富
さ
を
示
す
Ｒ
値
の
高
さ
と
併
せ
て
考
え
る
と
、

留
学
生
の
語
彙
力
が
最
も
高
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
全
体
と
し
て
命
題
補

充
節
の
主
名
詞
と
な
っ
た
語
は
、「
感
じ
」「
姿
」
や
、「
競
技
」「
種
目
」

「
練
習
」
な
ど
、
作
文
の
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
語
が
多
く
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

最
後
に
、
連
用
節
を
用
法
ご
と
に
分
類
し
、
出
現
頻
度
に
つ
い
て
計
量
分

析
を
行
う
。
用
法
ご
と
の
出
現
割
合
を
グ
ル
ー
プ
別
に
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の

が
図
７
で
あ
る
。

図
７
の
通
り
、
日
本
人
高
校
生
作
文
に
は
時
間
節
の
割
合
が
低
く
、
原
因

理
由
節
の
割
合
が
高
い
。
留
学
生
作
文
に
は
時
間
節
と
逆
接
節
の
割
合
が
高

く
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
に
は
時
間
節
の
割
合
が
特
に
高
い
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

節
末
形
式
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
で
、
出
現
割

合
に
つ
い
て
用
法
ご
と
に
特
徴
の
み
を
述
べ
る
。《
時
間
節
》
で
は
、
出
現

割
合
が
最
も
低
い
日
本
人
高
校
生
作
文
に
お
い
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
非
常

に
豊
富
で
あ
っ
た
。
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
に
テ
形
が
六
割
近
い
割
合
で

出
現
す
る
一
方
で
、
留
学
生
で
は
二
割
に
満
た
な
い
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ

た
。《
原
因
理
由
節
》
に
お
い
て
は
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
に
は
テ
形

が
五
割
弱
と
高
い
割
合
で
出
現
し
て
い
る
が
、
日
本
人
高
校
生
作
文
、
留
学

生
作
文
で
も
四
割
弱
と
出
現
割
合
は
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
。《
条
件
譲
歩
節
》

に
つ
い
て
は
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
に
お
い
て
、
話
し
言
葉
の
節
末
形

図 6 高校生日本語作文における命題補充節主名詞の難易度

図 7 高校生作文における用法別連用節の出現割合
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式
に
多
い
と
さ
れ
る
「
た
ら
」
が
最
も
高
い
割
合
で
出
現
し
た
の
に
対
し
、

留
学
生
作
文
で
は
「
ば
」
の
出
現
割
合
が
「
と
」
に
続
い
て
高
か
っ
た
。

《
付
帯
状
況
節
》
で
は
い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
作
文
に
お
い
て
も
、
テ
形
の

出
現
割
合
が
七
割
以
上
を
占
め
て
い
た
。《
逆
接
節
》
の
節
末
形
式
に
つ
い

て
は
、「
け
ど
」
の
出
現
割
合
が
い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
も
高
い
割
合
で
出

現
し
て
い
る
が
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
に
は
六
三
％
と
顕
著
に
高
い
割

合
で
出
現
し
て
い
た
。
一
方
、「
が
」「
け
れ
ど
」
の
合
計
は
、
留
学
生
作
文

で
の
出
現
割
合
が
最
高
で
あ
っ
た
。

第
四
節
で
述
べ
た
分
析
結
果
に
つ
い
て
、
語
彙
、
文
法
、
産
出
量
の
三
つ

の
観
点
で
考
察
す
る
。《
語
彙
》
に
つ
い
て
は
、
語
彙
の
豊
富
さ
を
表
す
Ｒ

値
と
語
の
難
易
度
か
ら
、
留
学
生
の
作
文
に
お
け
る
語
彙
が
最
も
豊
富
で
、

難
易
度
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
留
学
生
は
す
べ
て
漢

字
圏
（
中
国
出
身
）
の
生
徒
で
あ
り
、
母
語
に
よ
る
語
彙
力
が
転
移
し
や
す

い
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。《
文
法
》
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
高
校
生

作
文
に
お
い
て
、
連
体
節
、
中
で
も
命
題
補
充
節
の
割
合
が
他
の
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
比
べ
高
か
っ
た
こ
と
は
、
文
法
的
に
複
雑
な
文
の
産
出
に
お
い
て

は
、
日
本
語
を
母
語
と
す
る
日
本
人
高
校
生
が
有
利
で
あ
る
こ
と
示
し
て
い

る
。
留
学
生
作
文
に
お
い
て
は
、
連
体
節
が
日
本
人
高
校
生
作
文
と
同
程
度

の
割
合
で
出
現
し
て
お
り
、
語
彙
力
と
と
も
に
母
語
に
よ
る
作
文
力
が
転
移

し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。《
産
出
量
》
に
つ
い
て
は
、
文
の
長
さ
、

複
文
率
、
一
文
に
含
ま
れ
る
接
続
節
数
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
日
本
語
を

母
語
と
す
る
日
本
人
高
校
生
作
文
で
突
出
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

５
．
ま
と
め

本
稿
で
は
、
日
本
の
高
校
に
通
う
高
校
生
を
言
語
的
な
背
景
に
よ
り
、
日

本
人
高
校
生
、
留
学
生
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
そ
の
作
文
に
つ
い
て
『
高
校
生
日
本
語
作
文
コ
ー
パ
ス
』
を
用
い
て
調

査
、
分
析
を
行
っ
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
た
。

高
校
生
日
本
語
作
文
の
調
査
、
分
析
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の

作
文
の
特
徴
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

【
日
本
人
高
校
生
作
文
】

•
作
文
中
の
一
文
の
長
さ
、
一
文
に
含
ま
れ
る
接
続
節
数
は
、
三
つ
の
グ
ル

ー
プ
の
中
で
群
を
抜
い
て
多
く
、
複
文
率
は
高
い
。

•
接
続
節
の
中
で
は
、
連
体
節
の
出
現
割
合
と
、
連
体
節
の
中
で
は
複
雑
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
命
題
補
充
節
の
出
現
割
合
が
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
中

で
最
も
高
い
。

•
連
用
節
の
節
末
形
式
で
い
う
と
、
時
間
節
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
群
を
抜

い
て
多
く
、
ま
た
作
文
の
テ
ー
マ
か
ら
出
現
率
が
高
い
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
原
因
理
由
節
が
、
高
い
割
合
で
出
現
し
て
い
る
。

【
留
学
生
作
文
】

•
語
彙
の
豊
富
さ
を
表
す
Ｒ
値
、
語
彙
の
難
易
度
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

最
も
高
い
値
で
あ
り
、
母
語
の
語
彙
力
の
高
さ
が
示
唆
さ
れ
る
結
果
と
な

っ
た
。

•
連
体
節
に
つ
い
て
は
、
命
題
補
充
節
よ
り
難
易
度
の
低
い
補
足
語
修
飾
節

二
二



の
割
合
が
高
い
も
の
の
、
連
体
節
の
割
合
が
日
本
人
高
校
生
作
文
と
同
程

度
の
割
合
で
出
現
す
る
。

•
連
用
節
に
つ
い
て
も
、
話
し
言
葉
に
多
い
と
さ
れ
る
「
た
ら
」
よ
り

「
ば
」
が
高
い
割
合
で
出
現
し
て
い
る
、
話
し
言
葉
で
用
い
ら
れ
る
「
け

ど
」
の
出
現
割
合
が
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
最
も
低
い
こ
と
な
ど
、
体

系
的
な
日
本
語
教
育
に
よ
り
書
き
言
葉
を
習
得
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
る
。

【
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
】

•
産
出
量
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
高
校
生
作
文
に
次
い
で
二
番
目
で
あ
り
、

日
本
人
高
校
生
作
文
同
様
に
、
長
い
文
（
接
続
節
を
多
く
含
む
文
）
を
産

出
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。

•
一
方
で
、
連
体
節
の
出
現
割
合
は
最
も
低
く
、
連
用
節
の
出
現
割
合
は
最

も
高
い
。

•
連
用
節
の
節
末
形
式
で
は
、
時
間
節
、
原
因
理
由
節
、
付
帯
状
況
節
の
い

ず
れ
に
お
い
て
も
テ
形
節
を
多
く
用
い
て
お
り
、
逆
接
節
で
は
「
け
ど
」

を
多
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
丸
山
（
二
〇
一
四
）
が
指
摘
す
る
と

お
り
、
文
体
に
話
し
言
葉
的
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

以
上
よ
り
、
留
学
生
作
文
に
は
、
日
本
語
書
き
言
葉
を
体
系
的
、
段
階
的

に
学
習
し
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
る
特
徴
が
見
ら
れ
、
母
語
の
影
響
も
あ

り
、
高
い
語
彙
力
を
示
唆
す
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。
一
方
で
、
外
国
ル
ー
ツ

高
校
生
に
は
、
産
出
量
、
文
法
（
連
体
節
、
連
用
節
）
の
す
べ
て
に
お
い

て
、
話
し
言
葉
か
ら
日
本
語
を
習
得
し
て
お
り
、
書
き
言
葉
に
つ
い
て
は
段

階
的
、
体
系
的
な
日
本
語
教
育
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
裏
付
け
る
結
果

が
得
ら
れ
た
。
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
の
八
割
以
上
が
留
学
生
同
様
に
中
国
語

母
語
話
者
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
言
語
習
得
・
言
語
教
育
の
視
点
に
お

い
て
非
常
に
興
味
深
い
結
果
で
あ
る
と
言
え
る
。

六
万
語
足
ら
ず
の
非
常
に
規
模
の
小
さ
な
コ
ー
パ
ス
で
あ
っ
て
も
、
こ
の

よ
う
な
言
語
的
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
日
本
語
教
育
や
国
語

教
育
の
進
展
に
資
す
る
可
能
性
を
示
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
目
的
に
合
っ

た
デ
ー
タ
収
集
と
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
構
築
さ
れ
た
小
規
模
コ
ー
パ
ス

が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
言
語
の
研
究
に
は
必
要
で
あ
り
、
小
規
模
コ
ー
パ
ス
の

構
築
と
そ
の
利
用
に
よ
っ
て
、
大
規
模
コ
ー
パ
ス
で
取
り
こ
ぼ
し
た
言
語
的

特
徴
を
発
見
し
得
る
可
能
性
は
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

注（
１
）
図
１
・
図
２
は
、
文
部
科
学
省
（
二
〇
二
二
）
に
基
づ
く
。
図
中

の
「
そ
の
他
」
は
、
義
務
教
育
学
校
・
中
等
教
育
学
校
・
特
別
支
援

学
校
の
生
徒
数
を
合
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
外
国
籍
の
生
徒
に
加
え
、
外
国
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
日
本
国
籍
の
生

徒
を
含
ん
で
い
る
。

（
３
）B

alanced
C

orpus
of

C
ontem

porary
W

ritten
Japanese

（M
aek-

aw
a

etal.,2014

）
の
略
称
。

（
４
）
延
べ
語
数
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
Ｒ
（guiraud

指
数
）
を

用
い
る
。

小
規
模
コ
ー
パ
ス
の
必
要
性
と
可
能
性

二
三



付
記本

稿
は
、
第
六
六
回
立
命
館
大
学
日
本
文
学
会
大
会
（
二
〇
二
二
年
六

月
一
二
日

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
で
の
口
頭
発
表
「
小
規
模
コ
ー
パ
ス
の

必
要
性
と
可
能
性
│
高
校
生
日
本
語
作
文
コ
ー
パ
ス
の
構
築
を
通
じ
て

│
」
を
も
と
に
、
加
筆
修
正
を
行
な
っ
た
も
の
で
す
。
発
表
に
際
し
、
貴

重
な
ご
意
見
・
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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